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明 細 苫

入力装置、サ一バ、表示管理方法および記録媒体

技術分野

０００1 本発明は、表示部を有する入力装置、ザーバ、表示管理方法ぉょび記録媒体に関

し、例えば、小型高精細な表示装置にぉける誤入力を防止する入力装置、ザーバ、

表示管理方法ぉょび記録媒体に関する。

背景技 術

０００2 デバイスの実装技術の進歩にょり、携帯電話またはP Pe sona D g a Ass s

ance) といった携帯端末の小型化ぉょび高性能化が進行している。中でもディスプレ

イ技術に関しては高精細化が進行している。このため、小型な装置でも高密度の情

報を表示することが可能になってきている。

０００3 また、キ一人力のみではなく、タッチパネルを用いた入力が可能な携帯端末が登場

している。タッチパネルを有する端末は、直感的な操作を受け付けることができるため

、人気を博している。

０００4 しかしながら、高精細なディスプレイとタッチパネルが細み合わされた場合、ユーザ

が、ディスプレイに高密度で表示された情報の中から、タッチパネルを用いて希望す

る選択肢を選ぶことは困難である。このため、誤入力の増加が問題となっている。

０００5 このょうな問題を解決するために、様々な手法が提案されている。

０００6 特許文献 (特開2００5 ０26号公報 ) には、誤入力を削減するために、ソフトウ

ェアキーボードにぉいてュ一ザのタッチした場所が複数のキ一にまたがっている場合

、それら複数のキ一の全てを拡大表示し、ユーザに再選択を要求する技術が記載さ

０００7 特許文献 (特開2００3 77848 号公報 ) には、ユーザに誤入力を認識させ、ユ

ーザを正しいキ一に誘導するために、ソフトウェアキーボードにおいてユーザがタッ

チしたキ一を拡大し、かつ拡大したキ一の裏に隠れてしまうキ一の情報を、拡大した

キ一のキ一トップに表示する方法が記載されている。換言すると、特許文献2には、

複数のキ一の表示を つのキ一にまとめて表示する技術が記載されている。



０００8 特許文献3 (特表2００6 ００24号公報)には、ユーザが正しいキ一にタッチでき

るょぅに誘導するために、ュ一ザがタッチパネルに指を近づけたとき、指の下の表示

を別の領城に拡大表示する方法が記載されている。

特許文献1:特開2００5 ０26号公報

特許文献2 :特開2００3 77848号公報

特許文献3 :特表2００6 ００24号公報

発明の開示

発明が解決しようとする課題

０００9 特許文献 に記載の技術では、例えば、ユーザが、選択予定のキ一の隣のキ一を

誤って押してしまった場合、隣のキ一が拡大され、選択予定のキ一が隠れてしまぅ可

能性がある。このため、特許文献 に記載の技術では、ユーザの利便性がょくない。

００1０ また、特許文献 に記載の技術では、ユーザがタッチパネルをタッチした際に、誤

入力であった場合とそぅでない場合でキーボードの状態遷移が典なる。このため、ユ

ーザがキーボードの状態を意識する必要があることも問題である。

００11 特許文献2に記載の技術では、選択キ一のキ一トップ表示に不連続な遷移が発生

し、視認性が下がる。すなわち、キ一が選択される前と後でキ一トップ表示の遷移が

必要なため、ユーザは、その遷移を把握して表示を迫わなければならない。

００12 特許文献3に記載の技術を用いた場合は、指が近づいているキ一の表示内容を拡

大表示するための領城を、ソフトウェアキーボードとは別に用意する必要がある。この

ため、表示画面の構成おょび面積に制約がかかってしまぅ問題があった。ょって、キ

一の表示が 、さくなり、ユーザの利便性がょくないとレぢ問題があった。

００13 このょぅに、特許文献 から3のそれぞれに記載の技術では、ユーザの利便性がょく

ないといぅ問題があった。

００14 発明の目的」

本発明の目的は、上述した課題を解決することが可能な入力装置、ザーバ、表示

管理方法おょび記録媒体を提供することにある。

課題を解決するための手段

００15 本発明の入力装置は、画面上に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェク



トを選択させる入力装置であって、前記複数のオブジェクトを表示する表示手段と、

前記表示手段上の指示された位置を検出する検出手段と、前記複数のオブジェクト

のぅち、前記検出手段によって検出された位置に存在する被検出オブジェクトを、他

のオブジェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オ

ブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動

する制御手段と、を含む。

００16 本発明のザーバは、表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェク

トを選択させる入力装置と通信するザーバであって、前記入力装置と通信する通信

手段と、前記複数のオブジェクトの位置を管理し、また、前記通信手段が前記表示手

段上の指示された位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトのぅち、前

記検出された位置に存在する被検出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対

的に拡大し、かつ、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオ

ブジェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動するための表示情報を

生成し、当該表示情報を、前記通信手段から前記入力装置に送信する制御手段と、

を含む。

００17 本発明の表示管理方法は、画面上に表示した複数のオブジェクトから一つのオブ

ジェクトを選択させる入力装置が行ぅ表示管理方法であって、前記複数のオブジェク

トを表示手段に表示し、前記表示手段上の指示された位置を検出し、前記複数のオ

ブジェクトのぅち、前記検出された位置に存在する被検出オブジェクトを、他のオブジ

ェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オブジェク

トと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動する制御

を行ぅ。

００18 本発明の表示管理方法は、表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオ

ブジェクトを選択させる入力装置と通信するザーバが行ぅ表示管理方法であって、前

記複数のオブジェクトの位置を管理し、前記表示手段上の指示された位置の情報を

受け付け、前記位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトの位置に某

づいて、前記検出された位置に存在する被検出オブジェクトを特定し、前記被検出

オブジェクトを他のオブジェクトに対して相対的に拡大しかつ当該他のオブジェクトの



ぅち前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを前記被検出オブジェクトを中心に

放射状に移動するための表示情報を生成し、前記表示情報を、前記入力装置に送

信する。

００19 本発明の記録媒体は、コンピュータを、複数のオブジェクトを表示する表示手段、

前記表示手段上の指示された位置を検出する検出手段、および、前記複数のオブ

ジェクトのぅち、前記検出手段によって検出された位置に存在する被検出オブジェク

トを、他のオブジェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェクトのぅち、前記

被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射

状に移動する制御手段として機能させるプログラムを記録したコンピュータ読み取り

可能な記録媒体である。

００2０ 本発明の記録媒体は、コンピュータを、表示手段に表示した複数のオブジェクトか
ら一つのオブジェクトを選択させる入力装置と通信する通信手段、および、前記複数

のオブジェクトの位置を管理し、また、前記通信手段が前記表示手段上の指示され

た位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトのぅち、前記検出された位

置に存在する被検出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対的に拡大し、か

つ、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、

前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動するための表示情報を生成し、当該

表示情報を、前記通信手段から前記入力装置に送信する制御手段として機能させる

プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体である。

発明の効果

００2 1 本発明によれば、ユーザの利便性を向上させることが可能になる。

図面の簡単な刮 明

００22 図 本発明の第 の実施形態による入力装置の構成を示すブロック図である。

図2 本発明の第 の実施形態によるディスプレイ装置の表示を示す図である。

図3 本発明の第 の実施形態によるディスプレイ装置の表示を示す図である。

図4 本発明の第 の実施形態による入力時の動作を示すフローチヤートである。

図5 本発明の第 の実施形態によるディスプレイ装置の表示を示す図である。

図6 本発明の第 の実施形態による入力時の動作を示すフローチヤートである。



図7 本発明の第2の実施形態による入力装置の構成を示すブロック図である。

図8 本発明の第2の実施形態によるディスプレイ装置の表示を示す図である。

図9 本発明の第3の実施形態による入力装置の構成を示すブロック図である。

図1０本発明の第4の実施形態による入力装置の構成を示すブロック図である。

図11 本発明の第5の実施形態による入力装置の構成を示すブロック図である。

図12 本発明の第5の実施形態による入力時の動作を示すフローチャートである。

図13 本発明の第6の実施形態による入力装置の構成を示すブロック図である。

図14 本発明の第7の実施形態による入力装置の構成を示すブロック図である。

図15 本発明の第7の実施形態による入力時の動作を示すフローチャートである。

図16 本発明の第7の実施形態による入力時の動作を示すフローチャートである。

符号の説明

００23 ０ ディスプレイ装置

０2 タッチパネル装置

０3 ０3 ～０3 ソフトウェアキーボード制御部

０4 表示制御部

０5 選択候補キ一記憶部

０6 ０6 ～０6 制御部

０7 決定ボタン

０8 ザーバ装置

０9 ０ 通信手段

9０ 接近検出装置

発明を実施するための最良の形態

００24 以下、本発明の実施形態について詳細に説明する。

００25 (第 実施形態 )

図 は、本発明の第 実施形態における端末の構成を示すブロック図である。

００26 構成の説明」

図 において、端末 ００は、ディスプレイ装置 ０ と、タッチパネル装置 ０2と、ソフ

一ボード制御部 ０3と、表示制御部 ０4と、選択候補キ一記憶部 ０5とを



含む。ソフトウェアキーホート制御都 ０3 と、表示制御都 ０4 と、選択候補キ一記 き

部 ０5 は、制御都 ０6 に含まれる。

００2 7 端末 ００は、例えは C 一 O (Compac D s k Read O n Memo ) ハート

ティスクまたはメモりに記録されたプロクラムに従って動作するコンピュータによって

実現されてもよい。

００2 8 C 一 O 、ハートティスクまたはメモりは、一般的に、コンピュータにて読み取り

可能な記録媒体と呼ふことかてきる。

００2 9 この場合、このコンピュータは、そのプロクラムを記録媒体から読み取り実行するこ

とによって、ティスプレイ装置 ０ 、タノチパネル装置 ０2 、およひ、制御都 ０6 とし

て機能する。

００3０ また、制御都 ０6 は、ティスプレイ装置 ０ およひタノチパネル装置 ０2 と接続され

たコンピュータによって実現されてもよい。

００3 1 この場合、このコンピュータは、C 、ハートティスクまたはメモりに記録され

たプロクラムに従って動作する。さらに言えは、このコンピュータは、そのプロクラムを

記録媒体から読み取り実行することによって、制御都 ０6 として機能する。

００3 2 端末 ００は、一般的に入力装置と呼ふことかてきる。

００3 3 端末 ００は、例えは、携帯電話またはP といった携帯端末 (電子機器 ) てもよい

し、表示部付き清報処理装置 (電子機器 ) てもよい。

００3 4 端末 ００は、ティスプレイ装置 ０ の画面上に表示された複数のオフシェクトから

一つのオフシェクトをユーザに選択させる。

００3 5 ティスプレイ装置 ０ は、一般的に表示手段と呼ふことかてきる。

００3 6 ティスプレイ装置 ０ は、例えは、被品または有機 (E ec o um nescence)パ

ネルなとて構成される。

００3 7 ティスプレイ装置 ０ は、ユーザに対して清報を表示する。例えは、ティスプレイ装

置 ０ は、複数のオフシェクトを表示する。本実施形態ては、ティスプレイ装置 ０

は、複数のキ一からなるソフトウェアキーホートを表示する。各キ一は、一般的にオフ

シェクトと呼ふことかてきる。なお、オフシェクトは、ソフトウェアキーホートのキ一に限

らす適宜変更可能てある。



００38 ティスプレイ装置 ０ての表示の内容は、表示制御都 ０4によって任首に変更可

能てある。

００39 タノチパネル装置 ０2は、一般的に検出手段と呼ふことかてきる。

００4０ タノチパネル装置 ０2は、ユーザによって指示された、ティスプレイ装置 ０ 上の

位置を検出する。

００4 1 タノチパネル装置 ０2は、ティスプレイ装置 ０ 上に設置される。ティスプレイ装置

０ 上の座標は、タノチパネル装置 ０2上の座標と対応つけられている。

００42 タノチパネル装置 ０2は、ユーザか指またはスタイラス等の物体てタノチパネル装

置 ０2に接触した位置を示す座標を、電極抵抗膜や赤外線なとを用いて検知する。

００43 タノチパネル装置 ０2は、物体か接触した場合、その接触位置 (座標 )を、ユーザ

００44 タノチパネル装置 ０2は、ユーザか端末 ００に対して様々な入力をする際に用い

られる。具体的には、ユーザは、選択したいキ一 (オフシェクト)を、タノチパネル装置

０2を介して押すことによって、そのオフシェクトの入力を行う。

００45 ソフトウェアキーホート制御都 ０3は、一般的に形状制御手段と呼ふことかてきる。

００46 ソフトウェアキーホート制御都 ０3は、タノチパネル装置 ０2への入力を検知し、入

力内容に応して、ソフトウェアキーホートの表示を制御する。

００47 例えは、ソフトウェアキーホート制御都 ０3は、ソフトウェアキーホートか有する複数

のキ一のそれそれの位置を管理する。

００48 ソフトウェアキーホート制御都 ０3は、タノチパネル装置 ０2によって検出された位

置に存在するキ一を、被検出キ一として特定する。なお、被検出キ一は、一般的に被

検出オフシェクトと呼ふことかてきる。

００49 ソフトウェアキーホート制御都 ０3は、被検出キ一か、他のキ一に対して相対的に

拡大すると共に、他のキ一のうち被検出キ一と隣り合うキ一か、被検出キ一を中心に

放射状に移動するように、タノチパネル装置 ０2か検出した位置と各キ一の位置との

相対位置関係に応して、複数のキ一のそれそれの表示ザイスおよひ表示位置を計

算する。

００5０ 表示制御都 ０4は、一般的に表示制御手段と呼ふことかてきる。



００5 1 表示制御部 ０4は、ディスプレイ装置 ０ の表示内容を制御する。表示制御部 ０

4は、ディスプレイ装置 ０ にて、文字およびソフトウェアキーボードの描画処理を行

っ。

００5 2 例えば、表示制御部 ０4は、ソフトウェアキーボード制御部 ０3によって計算された

表示ザイズおよび表示位置に応じて、ソフトウェアキーボードが有する複数のキ一を

、ディスプレイ装置 ０2に再配置する。

００5 3 選択候補キ一記，憶部 ０5は、一般的に記，憶手段と呼ぶことができる。

００54 選択候補キ一記憶部 ０5は、各時点でユーザによって選択候補として選定されて

いるキ一を表すキ一情報を記憶する。

００5 5 制御部 ０6は、一般的に制御手段と呼ぶことができる。

００56 制御部 ０6は、複数のキ一のうち、タッチパネル装置 ０2によって検出された位置

に存在する被検出キ一を、他のキ一に対して相対的に拡大し、また、他のオブジェク

トのうち、被検出キ一と隣り合うキ一を、被検出キ一を中心に放射状に移動する。

００5 7 また、制御部 ０6は、他のキ一については、タッチパネル装置 ０2によって検出さ

れた位置に近いキ一ほど、キ一の拡大率または表示ザイズを大きくする。

００58 また、制御部 ０6は、物体がタッチパネル装置 ０2上の接触位置から離れた場合、

その接触位置に存在するキ一が選択されたと判定する。

００59 動作の説明」

次に、本実施形態における端末 ００(入力装置) の動作について説明する。

００6０ 以下の説明では、ユーザが指でタッチパネル装置 ０2に触れて人力を行うケース

を説明しているが、入カ方法として指ではなくスタイラスなどが使用されても同様の動

作が可能である。

００6 1 く通常時の表示ノ

図2は、ディスプレイ装置 ０ の表示例を示した説明図である。

００62 図2において、ディスプレイ装置 ０ は、ソフトウェアキーボード2０2と、入力文字表

示部2０3とを含む。

００63 ソフトウェアキーボード2０2は、文字を表す複数のソフトウェアキ一 (以下「キー」と称

する。) 2０2aを有する。各キー2０2aは、タッチパネル装置 ０2上の入力座標と対応



００64 ユーザがタッチパネル装置 ０2に触れていない場合、ソフトウェアキーボード2０2

の各キー2０2aは、図2に示したように、等間隔で配置され、互いに同じ大きさで表示

される。

００65 入力文字表示部2０3は、例えば、ワープロソフトウェアの入力画面に相当する。ソフ

トウェアキーボード2０2を用いて人力された文字は、入力文字表示部2０3に表示さ

れる。

００66 くタッチ時の表示ノ

図3は、ユーザがタッチパネル装置 ０2に触れたときのソフトウェアキーボード2０2

の表示例を示した説明図である。また、図4は、ユーザがタッチパネル装置 ０2に触

れたときの端末 ００の動作を説明するためのフローチヤートである。

００67 図3において、ユーザが、ディスプレイ装置 ０ 上のキー2０2a の表示位置に触れ

ると、ステッ 4０ で、タッチパネル装置 ０2は、ユーザにてタッチされた位置 (以下「

タッチ位置」と称する。) の座標 (以下「タッチ座標」と称する。)を検出する。

００68 タッチパネル装置 ０2は、タッチ座標を示すタッチ座標情報を、ソフトウェアキーボ

ード制御部 ０3に提供する。

００69 続いて、ステッ ０2で、ソフトウェアキーボード制御部 ０3は、タッチ座標情報に

て示されるタッチ座標が、ディスプレイ装置 ０ に表示されているソフトウェアキーボ

ード2０2上の座標であるかどうかを判定する。

００7０ タッチ座標がソフトウェアキーボード2０2上にある場合、ソフトウェアキーボード制御

部 ０3は、ソフトウェアキーボード2０2の表示を変更する必要があると判断する。

００7 1 一方、タッチ座標がソフトウェアキーボード2０2上に無ければ、ソフトウェアキーボー

ド制御部 ０3は、ソフトウェアキーボード2０2の表示の変更は不要と判定し、表示変

更動作を行わずに処理を終了する。

００72 タッチ座標がソフトウェアキーボード2０2上にある場合、ステッ ０3で、ソフトウェ
アキーボード制御部 ０3は、各キー2０2aの表示位置および表示ザイズの再計算を

何っ。

００73 各キー2０2aのザイズについては、タッチ座標の近くにあるキー2０2a2 が大きく、逆



にタッチ座標から遠いキー2 ０2a3 が 、さくなるように、ソフトウェアキーボード制御部

０3 は、タッチ座標と、タッチされる前の各キー2０2 aの位置 (座標 ) に応じて、各キー2

０2 aの表示ザイズを計算する。

００7 4 換言すると、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、タッチ位置に近いキー2 ０2 aほ

ど、キー2０2 aの表示ザイズまたは拡大率を大きくする。

００7 5 また、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、各キー2０2 a が互いに大きく重ならない

ように(例えば、各キー2０2 aが互いに重ならないように、またほ、各キー2０2 aの重な

りが 2０ 以下となるように) 、各キー2０2 aの表示位置を計算する。なお、2０ とレづ

数値は適宜変更可能である。

００7 6 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、各キー2０2 aの表示位置に某づいて、キー2

０2 aごとの座標を決定する。

００7 7 例えば、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、複数のキー2０2 a ～2０2a3 のそれ

ぞれの配列関係 (隣接するキ一との上下および左右の関係 ) が維持されるように、複

数のキー2０2 a ～2０2a3 の表示位置を制御する。

００7 8 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 が行う各キー2０2 aの表示ザイズの計算方法とし

ては、例えばタッチ座標を中心とし、各軸が独立な二次元ガウス分布の確率密度関

数を用いて計算する方法が利用できる。

００7 9 ここで、ソフトウェアキーボード2０2を表示する矩形領城のザイズを「W X 」にこで

はW ノ であるとする) とし、キーボードのキー2０2 aの数を「 」とする。

００8 ０ さらに、キー2 ０2 aの最小ザイズを「 X 」に定め、各軸におけるガウス分布の標準

偏差「 」を適当に定める。ここでは 二 3 と定める。

００8 1 が 、さくなるほど、タッチ位置の周辺のキー2０2a2 とタッチ位置の遠方のキー2０

2a3 のザイズの差が広がる。一方、０が大きくなるほど、キー2０2 a 間のザイズ差は縮

まる (図3参照 ) 。

００8 2 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、タッチ座標を(０ ０) としたとき、デフオルトの

中心座標が ( )であるキー2０2 aの一辺の長さ ( )を以下の式で定める。

(x ) 二 s q ( W 2 ) X w 2N 几 2 X e x 2 2 ) 2 2

T … (式 )



ただし、(式 ) において、几 は円周率であり、s q「は平方根関数、e x pは自然対数の

底を某数とする指数関数である。

００8 3 さらに、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、ザイズの決まった各キ一に対し、それ

ぞれの中心座標を決定する。ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、デフオルトの中

心座標が ( )であるキー2０2 aの中心座標 (C ( ) ( ) ) を以下の式を用いて定

める。

C(x) 二 (W 2) X e X O S q「(2) (式2 )

D( ) 二 ( 2) X e O S q (2) (式3 )

ただし、(式2 ) 、(式3 ) において、e はガウスの誤差関数であり、s q は平方根関数

である。

００8 4 この方法によれば、二次元ガウス分布の標準偏差「 」とキ一の最小ザイズ「 X 」

を調整することで、全てのキー2０2 a ～2０2a3 の面積の総和を一定値前後に留め

つつ、タッチ座標の近辺のキー2０2 a の拡大率を任意に定めることができる。

００8 5 ただし、上記の計算方法では、キーボードの表示領城の周縁部がタッチされた場

合には、一部のキ一が表示領城外にはみ出てしまうことがある。

００8 6 これを防ぐためには、X軸方向と 軸方向でガウス分布の標準偏差を別の値とする

方法、または、キ一のザイズと座標決定のために、ガウス分布関数のような対称性の

ある関数ではなく、X (カイ二乗 ) 分布関数のような非対称な関数を適用する方法

が利用されればよい。

００8 7 続いて、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、タッチ座標がいずれかのキー2０2 a

の表示領城に含まれるかどうかを判定する。

００8 8 タッチ座標がいずれかのキー2０2 aの表示領城に含まれる場合には、ソフトウェアキ

ーボード制御部 ０3 は、タッチ座標を表示領城に含むキー2０2 aが、選択候補として

選定されていると判断して、選択候補キ一記憶部 ０5 に、該当するキー2０2 aを表す

キ一情報を育已，噴する。

００8 9 続いて、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キー2０2 aごとに、表示位置を表す

座標情報と、表示ザイズを表すザイズ情報とを、表示制御部 ０4 に渡す。

００9０ 続いて、ステッ 4０4 で、表示制御部 ０4 は、各キー2０2 aの表示を、キ一ごとの座



標情報およびザイズ情報に某づいて変更する。

００9 1 このとき、表示制御部 ０4ほ、各キー2０2aの表示位置および表示サイズの変更を

、アニメーションを用いて滑らか行ってもよい。この場合、ュ一ザは、画面の遷移を視

覚的に容易に迫ぅことができる。

００92 なお、ステッ ０3において選択候補として選定されていると判定されたキー2０2a

がある場合、ソフトウェアキーボード制御部 ０3は、該当するキー2０2aを強調表示 (

キ一トップ、文字または境界線の表示色を変える、境界線を太くするなど)するための

強調情報を生成する。

００93 続いて、ソフトウェアキーボード制御部 ０3は、強調情報を、表示制御部 ０4に提

供する。

００94 表示制御部 ０4は、強調情報を受け付けると、その強調情報に某づいて、選択さ

れたキー2０2aを強調表示する。

００95 この場合、選択キ一の視認性を高めることができる。

００96 く移動時の表示ノ

ュ一ザが、タッチパネル装置 ０2に触れている指を、タッチパネル装置 ０2に触れ

たまま移動させると、指の移動に従ってディスプレイ装置 ０ の表示が更新される。

００97 図5は、ュ一ザが位置5０2から位置5０3まで指を移動させたときの表示例を示した

説明図である。

００98 指が移動している間は、指がタッチパネル装置 ０2に触れたときと同様の処理が行

われる。

００99 すなわち、この間、タッチパネル装置 ０2は、指が触れているタッチパネル装置 ０

2上のタッチ位置 (タッチ座標 ) を検出していく。

０1００ 制御部 ０6は、タッチ位置に応じて被検出キ一を変更する。

０1０1 ソフトウェアキーボード制御部 ０3は、タッチパネル装置 ０2の検出結果に某づい

て、各キー2０2aの表示ザイズと表示位置の再計算を行ぅ。

０1０2 表示制御部 ０4は、ソフトウェアキーボード制御部 ０3の再計算結果に某づいて、

ディスプレイ装置 ０ 上に複数のキー2０2a ～2０2a3 の表示を制御する。

０1０3 くリリース時の表示ノ



図6は、ユーザがタッチパネル装置 ０2から指を離したときの動作を説明するため

のフローチヤートである。

０1０4 ユーザが、タッチパネル装置 ０2のタッチ位置から指を離すと、ステッ 6０ で、タ

ッチパネル装置 ０2は、タッチ位置との接触が開放されたことを示す開放情報を、ソ

フトウェアキーボード制御部 ０3に渡す。

０1０5 続いて、ステッ ０2で、ソフトウェアキーボード制御部 ０3は、接触が開放された

タッチ位置に存在するキー2０2a、すなわち、接触の開放の直前まで選択候補として

選定されていたキー2０2aがあるかを判定する。

０1０6 もし、開放の直前に選択候補として選定されていたキー2０2aがなければ、ソフトウ

ェアキーボード制御部 ０3は、何も入力されなかったと判断して人力判定動作を終

了する。

０1０7 開放の直前に選択候補として選定されていたキー2０2aがある場合、ソフトウェアキ

ーボード制御部 ０3は、選択候補のキー2０2aに対応する文字が選択されて人力さ

れたと判断し、ステッ 6０3で、キーボード入力を待っているアプリケーションソフト(

例えば、ワープロソフトウェア) に、入力文字を渡す。

０1０8 また、ソフトウェアキーボード制御部 ０3は、ソフトウェアキーボード2０2の配置をデ

フォルト(図2に示した状態 ) に戻すために、表示制御部 ０4に、ソフトウェアキーボー

ド2０2のデフォルトの配置を示す情報を渡す。なお、ソフトウェアキーボード制御部

０3は、ソフトウェアキーボード2０2のデフォルトの配置を示す情報を、予め記憶して

いる。

０1０9 続いて、ステッ ０4で、表示制御部 ０4は、渡されたデフォルトのキーボード配置

に応じて、ソフトウェアキーボード2０2の表示をデフォルトの状態に変更する。

０11０ この際も、表示制御部 ０4は、滑らかなアニメーションによる表示遷移を行う。この

ため、ユーザに状態遷移を意識させる負担を減らすことができる。

０111 記の実施形態では、ソフトウェアキーボード2０2による文字入力について述べた

が、タッチパネル装置 ０2を用いて選択される対象 (オブジェクト) は、キーボード内

のキ一に限らず、例えば、プログラムを起動するためのアイコン群、画像ビューアにお

いて画像を選択するためのザムネイル画像一覧などでもよい。



０112 吹に、本実施形態の効果を脱明する。

本実施形態によれは、制御都 ０6は、複数のキ一 (オフシェクト) のうち、タノチパネ

ル装置 ０2によって検出された位置に存在する被検出キ一 (オフシェクト)を、他のキ

一に対して相対的に拡大し、他のキ一のうち、被検出キ一と隣り合うキ一を、被検出

キ一を中心に放射状に移動する。

０113 このため、被検出キ一を拡大しなから、被検出キ一と隣り合うキ一を表示することか

可飴になる。よって、ユーザか、避択予定のキ一の隣のキ一を娯って押してしまった

場合ても、選択予定のキ一を表示することか可能になる。また、複数のキ一を つに

まとめて表示しないのて、ユーザは、各キ一を別々に甜識することか可能になる。ま

た、別な表示領城を必要としないのて、表示領城を有効に使用することか可能になる

０114 よって、ユーザの利便性を向上することか可能になる。

０115 なお、例えは、制御都 ０6か、キ一同上か重ならないように、他のキ一を順番にす

らせは、タノチ時てもキ一配置のトポロシを崩すことなく、全てのキ一を同時に画面内

に表示することも可能となる。よって、キーホート入力に，噴れていないユーザても吹の

キ一を目て迫うことかてき、庫続したキ一人力か容易にすることか可能になる。

０116 本実施形態ては、制御都 ０6は、ユーザかタノチしようとした対象の周辺のキ一を

拡大表示する。具体的にほ、制御都 ０6は、タノチパネル装置 ０2によって検出さ

れた位置に近いキ一ほと、キ一の表示ザイスまたは拡大卒を大きくする。

０117 このため、ソフトウェアキーホートにおける入力ミスを低減することか可能になる。

０118 本実施形態ては、制御都 ０6は、ソフトウェアキーホート制御都 ０3と表示制御都

０4とを含む。

０119 ソフトウェアキーホート制御都 ０3は、被検出キ一か他のキ一に対して相対的に拡

大すると共に他のキ一のうち被検出キ一と隣り合うキ一か被検出キ一を中心に放射

状に移動するように、タノチパネル装置 ０2か検出した位置と各キ一の位置との相対

位置関係に応して、複数のキ一のそれそれの表示ザイスおよひ表示位置を計算する

０12０ 表示制御都 ０4は、ソフトウェアキーホート制御都 ０3によって計算された表示ザ



イズおよび表示位置に応じて、ソフトウェアキーボードが有する複数のキ一を、ディス

プレイ装置 ０ に再配置する。

０12 1 このため、例えば、二次元ガウス分布の確率密度関数を用いて、キ一の大きさおよ

び位置を決定することが可能になる。

０122 本実施形態では、制御部 ０6は、物体がタッチパネル装置 ０2に接触したまま接

触位置が移動した場合、接触位置に応じて被検出キ一を変更する。

０123 このため、例えば、ユーザは、キ一の拡大状態を見ながら、選択予定のキ一を決定

することが可能になる。

０124 本実施形態では、制御部 ０6は、指等の物体がタッチパネル装置 ０2上の接触位

置から離れた場合、接触位置に存在するキ一が選択されたと判定する。

０125 この場合、接触によるキ一の表示の変更を確認しながら、キ一人力を確認すること

が可能になる。

０126 本実施形態では、制御部 ０6が、ユーザがタッチ座標を移動させるのに対応して、

ソフトウェアキーボードの表示状態を滑らかに遷移させる。このため、ユーザに入力の

状態を容易に認識させることが可能になる。

０127 上記の実施形態においては、各キ一のザイズの計算とキ一の配置の計算が独立し

て必要であり、計算が煩雑であった。キ一の配置を格子状に制限することによって、

この問題を解決することが可能な、本発明の第2実施形態を説明する。

０128 (第2実施形態 )

図7は、本発明の第2実施形態の端末 ００ を示したブロック図である。なお、図7

において、図 に示したものと同一のものには同一符号を付してある。

０129 以下、第2実施形態について、第 実施形態と典なる点を中心に説明する。

０13０ 第2実施形態では、図 に示したソフトウェアキーボード制御部 ０3の代わりに、ソフ

トウェアキーボード制御部 ０3 が用いられる。ソフトウェアキーボード制御部 ０3

は、一般的に形状制御手段と呼ぶことができる。

０13 1 ソフトウェアキーボード制御部 ０3とソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キ一ザ

イズとキ一座標の決定方法のみが典なる。

０132 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 が行う各キー2０2の表示ザイズの計算方法とし



ては、タッチ座標を中心とし、各軸が独立な二次元ガウス分布の確率密度関数を用

いて計算する方法を用いる。

０13 3 ここで、ソフトウェアキーボード2０2を表示する矩形領城のザイズを「W X 」にこで

はW ノ とする) とする。キーボードのキー2０2 a は格子状に配置されており、横方向

の並びの数を「X 」、縦方向の並びの数を「 」とする。なお、本実施形態では、横方

向および縦方向は、キー2０2 aの文字の向きを某準とする (図2参照 ) 。

０13 4 さらに、キー2 ０2 aの横方向・縦方向の最小ザイズを「 」に定め、各軸におけるガウ

ス分布の標準偏差「 」を適当に定める。ここでは 二 3 と定める。

０13 5 第 実施形態とは典なり、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キ一ごとのザイズ

と座標を決定するのではなく、図8 に示したように、キーボードを構成する縦方向の各

軸 3 ０2 および横方向の各軸 3 ０3 の座標を決定することでキ一の配置を決定する。

０13 6 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、タッチ座標を (０ ０) としたとき、デフオルト

の座標が である縦軸 3 ０2 の表示座標 ( )を以下の式で計算する。

(x) 二 (W XT) 2 X e x S q「( 2 )) (式4 )

また、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、デフオルトの座標が である横軸 3 ０

3 の表示座標 ( )を以下の式で計算する。

M(x) 二 ( YT) 2 X e ( O S q「(2 )) (式5 )

ただし、(式4 ) 、(式5 ) において、e はガウスの誤差関数であり、s q は平方根関数

である。

０13 7 表示制御部 ０4 は、上記の式で得られた各枠の座標に従ってキーボードを描画す

ることで、各キ一の位置を決定できる。

０13 8 本実施形態によれば、ガウス分布の標準偏差「 」とキ一の最小ザイズ「 」を調整

することで、制御部 6 は、全てのキ一の面積の総和を一定値前後に留めつつ、

タッチ座標の近辺のキ一の拡大率を任意に定めることができる。

０13 9 このため、制御部 6 は、第 実施形態に比べて少ない計算呈で、各キ一の大き

さと位置を調節することが可能になる。なお、制御部 6 は、一般的に制御手段と

呼ぶことができる。

０14０ なお、端末 は、例えば、C 、ハードディスクまたはメモりに記録され



たプログラムに従って動作するコンピュータによって実現されてもよい。この場合、こ

のコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによって、デ

ィスプレイ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2、および、制御部 ０6 として機能する。

０14 1 また、制御部 ０6 は、ディスプレイ装置 ０ およびタッチパネル装置 ０2と接続さ

れたコンピュータによって実現されてもよい。この場合、このコンピュータは、C

、ハードディスクまたはメモりに記録されたプログラムに従って動作する。さらに言

えば、このコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによ

って、制御部 ０6 として機能する。

０142 上記の2つの実施形態では、制御部 ０6および制御部 ０6 は、タッチパネル装

置 ０2から指が離れたことを検出することで入カキ一を決定していた。

０143 しかしながら、この決定方式では、キ一を入力するごとにキーボードのレイアウトが

変更される。このため、キ一を連続して選択することが困難である。

０144 次に、この問題を解決することが可能な本発明の第3および4実施形態を説明する

０145 (第3実施形態 )

図9は、本発明の第3実施形態の端末 ００ を示したブロック図である。なお、図9

において、図 に示したものと同一のものには同一符号を付してある。

０146 以下、第3実施形態について、第 実施形態と典なる点を中心に説明する。

０147 第3実施形態では、図 に示したソフトウェアキーボード制御部 ０3の代わりに、ソフ

トウェアキーボード制御部 ０3 が用いられる。ソフトウェアキーボード制御部 ０3

は、一般的に形状制御手段と呼ぶことができる。

０148 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 とソフトウェアキーボード制御部 ０3は、キ一人

力の決定方法のみが典なる。

０149 ユーザが指でタッチパネル装置 ０2に触れると、第 実施形態と同様にキーボード

2０2のレイアウトが変更される。

０15０ ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キー2０2aが指で選択候補として選定され

ている状況が一定時間継続した場合、選択候補のキー2０2aに対応する文字が選択

されて人力されたものと判断し、キーボード入力を待っているアプリケーションソフトに



、入力文字を渡す。

０15 1 本実施形態によれば、制御部 ０6 は、指等の物体がタッチパネル装置 ０2上の

接触位置に一定時間接触した場合、その接触位置に存在するキ一が選択されたと

判定する。

０152 このため、ユーザは、タッチパネル装置 ０2から指を離すことなく文字入力を行ぅこ

とができ、キーボード2０2のレイアウトはリセットされることなく遷移する。

０153 入力が決定された際には、制御部 ０6 は、決定されたキ一の色を短時間変更さ

せたり、キ一の形状をアニメーションで変ィヒさせる。このため、ユーザの視認性を向上

させることができる。

０154 なお、入力決定の基準となる静止時間 (一定時間) は、短すぎると誤入力が増加し

、長すぎると連続で入力することが困難になるため、ユーザが設定できることが望まし

０155 また、制御部 ０6 は、一般的に制御手段と呼ぶことができる。

０156 また、端末 ００ は、例えば、C 、ハードディスクまたはメモりに記録され

たプログラムに従って動作するコンピュータによって実現されてもよい。この場合、こ

のコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによって、デ

ィスプレイ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2、および、制御部 ０6 として機能する。

０157 また、制御部 ０6 は、ディスプレイ装置 ０ およびタッチパネル装置 ０2と接続さ

れたコンピュータによって実現されてもよい。この場合、このコンピュータは、C

、ハードディスクまたはメモりに記録されたプログラムに従って動作する。さらに言

えば、このコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによ

って、制御部 ０6 として機能する。

０158 (第4実施形態 )

図 ０は、本発明の第4実施形態の端末 ００Cを示したブロック図である。なお、図

0において、図 に示したものと同一のものには同一符号を付してある。

０159 以下、第4実施形態について、第 実施形態と典なる点を中心に説明する。

０16０ 端末 ００Cでは、図 に示したソフトウェアキーボード制御部 ０3の代わりに、ソフト

ウェアキーボード制御部 ０3Cが用いられ、タッチパネル装置 ０2とは別に、さらに、



決定ボタン ０7を含む。決定ボタン ０7は、一般的に操作手段と呼ぶことができる。

決定ボタン ０7は、制御部 ０6 C に含まれる。ソフトウェアキーボード制御部 ０3Cは

、一般的に形状制御手段と呼ぶことができる。

０16 1 ソフトウェアキーボード制御部 ０3Cとソフトウェアキーボード制御部 ０3は、キ一人

力の決定方法のみが典なる。

０162 ユーザが、タッチパネル装置 ０2に触れると、第 実施形態と同様にソフトウェアキ

ーボード2０2のレイアウトが変更される。

０163 複数のキー2０2aのいずれかが選択候補として選定されている状況で、決定ボタン

０7が押下されると、ソフトウェアキーボード制御部 ０3Cは、選択候補のキー2０2a

に対応する文字が選択されて人力されたものと確定し、キーボード入力を待っている

アプリケーションソフトに、入力文字を渡す。

０164 本実施形態によれば、制御部 ０6 Cは、タッチパネル装置 ０2が、ディスプレイ装

置 ０ 上の指示された位置を検出している状況で決定ボタン ０7が操作された場合

、その位置に存在するキ一が選択されたと判定する。

０165 このため、ユーザは、タッチパネル装置 ０2から指を離すことなく文字入力を行ぅこ

とができ、ソフトウェアキーボード2０2のレイアウトはリセットされることなく遷移される。

０166 この方法は、端末 ００Cが、利用シーンが多岐にわたるよぅな携帯型デバイスであ

る場合に、特に有効である。

０167 すなわち、ユーザが、親指でタッチパネル装置 ０2に触れてキー2０2aを選択候補

として選定し、人差し指もしくは中指で決定ボタン ０7を押すことができるよぅに、ディ

スプレイ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2および決定ボタン ０7が配置されると、片

手での操作における利便性と入力の確実性を向上させることが可能になる。

０168 なお、制御部 ０6 Cは、一般的に制御手段と呼ぶことができる。

０169 端末 ００Cは、例えば、C 、ハードディスクまたはメモりに記録されたプロ

。グラムに従って動作するコンピュータによって実現されてもよい。この場合、このコンヒ

ュ一夕は、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによって、ディスプレ

イ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2、および、制御 ０6 Cとして機能する。

０17０ また、制御部 ０6 C は、ディスプレイ装置 ０ およびタッチパネル装置 ０2と接続さ



れたコンピュータによって実現されてもよい。この場合、このコンピュータは、C

、ハードディスクまたはメモりに記録されたプログラムに従って動作する。さらに言

えば、このコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによ

って、制御部 ０6 Cとして機能する。

０17 1 (第5実施形態 )

本発明の第5実施形態は、その某本的構成は第 実施形態と同様であるが、入カ

デバイスとして単純なタッチパネル装置 ０2ではなく、指が接近したことを検知できる

接近検出装置9０ も利用される。このため、さらに、ユーザの利便性を高められる。

０172 図 は、第5実施形態における端末 ００ の構成を示すブロック図である。なお、

図 において、図 に示したものと同一のものには同一符号を付してある。以下、第

5実施形態について、第 実施形態との相違点を中心に説明する。

０173 接近検出装置9０ は、一般的に接近検出手段と呼ぶことができる。

０174 接近検出装置9０ は、タッチパネル装置 ０2と同様にディスプレイ装置 ０ 上に設

置される。

０175 接近検出装置9０ は、ディスプレイ装置 ０ に接近する指 (物体 ) とディスプレイ装

置 ０ との距離を検出する。また、接近検出装置9０ は、ディスプレイ装置 ０ 上の

位置のぅち、指と最も近い位置 (座標 ) を、ディスプレイ装置 ０ 上の指示された位置

(座標 ) として検出する。

０176 なお、接近検出装置9０ は、例えば、静電容呈変化センザーまたはヵメラによって

実現される。

０177 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、一般的に形状制御手段と呼ぶことができる

０178 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、タッチパネル装置 ０2と接近検出装置9０

の出力に某づいて、ソフトウェアキーボード2０2の表示を制御する。

０179 制御部 ０6 は、一般的に制御手段と呼ぶことができる。

０18０ 制御部 ０6 は、ディスプレイ装置 ０ に接近する指とディスプレイ装置 ０ との距

離に応じて、複数のキー2０2aの表示サイズを制御する。

０18 1 端末 ００ は、例えば、C 、ハードディスクまたはメモりに記録されたプ口



。グラムに従って動作するコンピュータによって実現されてもよい。この場合、このコンヒ

ュ一タは、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによって、ディスプレ

イ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2、接近検出装置9０ 、および、制御部 ０6 とし

て機能する。

０182 また、制御部 ０6 は、ディスプレイ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2、および、接

近検出装置9０ と接続されたコンピュータによって実現されてもよい。この場合、この

コンピュータは、C 、ハードディスクまたほメモりに記録されたプログラムに

従って動作する。さらに言えば、このコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から

読み取り実行することによって、制御部 ０6 として機能する。

動作の説明」

ディスプレイ装置 ０ の通常時の表示は、第 実施形態と同様で、図2に示される

通りである。

０183 図 2は、端末 ００ の動作を説明するためのフローチヤートである。

０184 以下、図 2を用いて端末 ００ の動作を説明する。

０185 ユーザが、ディスプレイ装置 ０ に指を近づけると、ステッ 2０ で、接近検出装

置9０ が指の位置を検出する。

０186 具体的には、接近検出装置9０ は、指とディスプレイ装置 ０ の間の距離と、指の

直下に対応するタッチパネル装置 ０2上の位置 (以下「接近位置」と称する) の座標 (

以下「接近座標」と称する。) を検出する。接近検出装置9０ は、検出された距離と接

近座標の情報 (接近座標情報 ) を、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 に渡す。

０187 続いて、ステッ 2０2で、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、接近座標情報

にて示される近接座標がディスプレイ装置 ０ に表示されているソフトウェアキーボ

ード2０2上の座標であるかどぅかを判定する。

０188 接近座標がソフトウェアキーボード2０2上にある場合、ソフトウェアキーボード制御

部 ０3 は、ソフトウェアキーボード2０2の表示を変更する必要があると判断する。

０189 一方、近接座標がソフトウェアキーボード2０2上に無ければ、ソフトウェアキーボー

ド制御部 ０3 は、ソフトウェアキーボード2０2の表示の変更は不要ど判定し、表示

変更動作を行わず動作を終了する。



０19０ 接近座標がソフトウェアキーボード2０2上にある場合、ステッ 2０3で、ソフトウェ
アキーボード制御部 ０3 は、各キー2０2aの表示位置および表示ザイズの再計算

を行う。

０19 1 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キー2０2aの表示ザイズについては、ユー

ザの指からディスプレイ装置 ０ までの距離と、接近座標から各キー2０2aまでの距

離に応じて変更する。

０192 例えば、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、指からディスプレイ装置 ０まで

の距離が短いほどキー2０2aの表示ザイズ (または拡大率) が大きくなり、また、接近

座標からキー2０2aまでの距離が短いほどキー2０2aの表示ザイズ (または拡大率) が

大きくなるように、キー2０2aの表示ザイズを計算する。

０193 また、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、それぞれのキー2０2aが互いに大きく

重ならないように(例えば、それぞれのキー2０2aが互いに重ならないように、または、

または、各キー2０2aの重なりが2０ 以下となるように) 、各キー2０2aの表示位置を

計算して、キー2０2aごとの座標を決定する。なお、2０ とレぢ数値は適宜変更可能

である。

０194 例えば、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、第 実施形態と同様に、キー2０2a

のザイズを、接近座標を中心とした二次元ガウス分布の確率密度関数 (式 ) を利用

し、二次元ガウス分布の標準偏差 を、指からディスプレイ装置 ０ までの距離に連

動して定めてもよい。

０195 すなわち、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、指がディスプレイ装置 ０ に近

づくほど０が 、さく、指がディスプレイ装置 ０から離れるほど０が大きくなるように、

(式 ) を定めてもよい。

０196 これにより、ユーザは、指とディスプレイ装置 ０ との距離を視覚的に把握できるよ

うになる。

０197 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、指の直下座標 (接近座標 ) が、いずれかの

キー2０2aの表示領城に含まれるかどうかを判定する。

０198 指の直下座標がいずれかのキー2０2aの表示領域に含まれる場合にほ、ソフトウェ
アキーボード制御部 ０3 は、指の直下座標を表示領城に含むキー2０2が選択候



補として選定されているものと判断して、選択候補キ一記憶部 ０5に、該当のキー2０

2aを表すキ一情報を記憶する。

０199 続いて、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キー2０2aごとに、表示位置を表

す座標情報と、表示ザイズを表すザイズ情報とを、表示制御部 ０4に渡す。

０2００ 続いて、ステッ 2０4で、表示制御部 ０4は、各キー2０2aの表示を、キ一ごとの

座標情報およびザイズ情報に基づいて変更する。

０2０1 また、ステッ 2０3において、選択候補として選定されていると判定されたキー2０

2aがある場合、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、該当するキー2０2aを強調表

示するための強調情報を生成する。

０2０2 続いて、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、強調情報を、表示制御部 ０4に

提供する。

０2０3 表示制御部 ０4は、強調情報を受け付けると、その強調情報に基づいて、選択さ

れたキー2０2aを強調表示する。

０2０4 この場合、選択キ一の視認性を高めることができる。

０2０5 上記の処理は、ュ一ザの指が移動されるごとに実行され、ソフトウェアキーボード2０

2の表示はリアルタイムに変更される。

０2０6 上記ステップの動作中にュ一ザの指がディスプレイ装置 ０ に接触した場合は、第

実施形態と同様の動作が実行される。

０2０7 すなわち、指が移動するにつれて、指の周辺のキ一が大きく(拡大率が大きく) 、遠

方のキ一が 、さく(拡大率が 、さく) なり、指を離した時点で選択候補として選定され

ていたキ一が選択されて人力される。

０2０8 本実施形態によれば、制御部 ０6 は、接近検出装置9０ が検出した、指とディス

プレイ装置 ０ との距離に応じて、複数のキ一の表示ザイズを制御する。

０2０9 このため、ュ一ザは、指とディスプレイ装置 ０ との距離を視覚的に把握できるよぅ

になる。

０2 1０ また、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キー2０2aが指で選択候補として選

定されている状況が一定時間継続した場合、選択候補のキー2０2aに対応する文字

が選択されて人力されたものと確定し、キーボード入力を待っているアプリケーション



ソフトに、入力文字を渡してもよい。

０2 11 また、端末 ００ が、図 ０に示した決定ボタン ０7をさらに含み、複数のキー2０2a

のいずれかが選択候補として選択されている状況で、決定ボタン ０7が押下されると

、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、選択候補のキー2０2aに対応する文字が

選択されて人力されたものと確定し、キーボード入力を待っているアプリケーションソ

フトに、入力文字を渡してもよい。

０2 12 特に、これらの入力決定方法が本実施形態に細み合わせられると、ュ一ザは、指を

タッチパネルに触れることなく、連続してキ一人力を行ぅことが可能になる。このため、

ュ一ザは、タッチパネル装置 ０2へのタッチによってタッチパネル装置 ０2に傷およ

び汚れを与えることなく、端末 ００ を操作することが可能になる。

０2 13 一方、指を静止させることで入力を決定する方法は、指の静止時間が必要なため、

連続して人力しよぅとすると時間がかかってしまぅ点が問題として残る。また、ュ一ザが

一瞬指を休めただけでも入力と判定されてしまぅため、誤入力が発生しやすい。

０2 14 この点を解決するために決定キ一を配することで入力を決定する方法を採ると、ハ

ードウェア的に決定キ一を実装する必要があるため、端末デバイスの形状やデザイン

に影響が出てしまぅ。

０2 15 この問題を解決することが可能な本発明の第6実施形態を説明する。

０2 16 (第6実施形態 )

図 3は、本発明の第6実施形態の端末 ００ を示したブロック図である。なお、図

3において、図 に示したものと同一のものには同一符号を付してある。

０2 17 第6実施形態では、第5実施形態に、ボタンを押すジェスチヤ一を検知して人力を

決定する機能が迫加されることにより、上記問題を解決することが可能になる。

０2 18 以下、第6実施形態について、第5実施形態と典なる点を中心に説明する。

０2 19 第6実施形態では、図 に示したソフトウェアキーボード制御部 ０3 の代わりに、

ソフトウェアキーボード制御部 ０3 が用いられる。

０22０ ソフトウェアキーボード制御部 ０3 とソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、キ一

人力の決定方法のみが典なる。

０22 1 ュ一ザが、ディスプレイ装置 ０ に指を近づけると、第5実施形態で述べたよぅにソ



フトウェアキーボード2０2のレイアウトが変更される。

０222 このとき、複数のキー2０2aのいずれかが選択候補として選定されている状況で、ユ

ーザが空中で指を一瞬ディスプレイ装置 ０ に近づけてから遠さけると、接近検出

装置9０ は、指とディスプレイ装置 ０ が近づいたときの両者の距離と、両者が離れ

たときの両者の距離とを、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 に渡す。

０223 ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、所定時間のぅちに、指とディスプレイ装置

０ が近づいたときの両者の距離と、両者が離れたときの両者の距離とを受け付けると

、選択候補のキー2０2aに対応する文字が選択されて人力されたものと確定し、キー

ボード入力を待っているアプリケーションソフトに、入力文字を渡す。

０224 本実施形態によれば、制御部 ０6 は、接近検出装置9０ によって検出された指と

ディスプレイ装置 ０ との距離に基づいて、一定時間内に、指がディスプレイ装置 ０

に接近した後に離れたことを検出した場合、ディスプレイ装置 ０ 上の指示された

位置に存在するキ一が選択されたと判定する。

０225 このため、誤入力を減らしつつ、ユーザは、タッチパネル装置 ０2から指を離さずス

ムーズに文字入力を行ぅことができる。

０226 指の押下の判定については、例えば0・5秒以内に5mm以上の上下動があった場

合に、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、指の押下と判定するなど、時間と距離

に一定の閾値を定めることで、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 が指の押下を判

定する。

０227 なお、端末 ００ は、例えば、C 、ハードディスクまたはメモりに記録され

たプログラムに従って動作するコンピュータによって実現されてもよい。この場合、こ

のコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによって、デ

ィスプレイ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2、接近検出装置9０ 、および、制御部 ０

6 として機能する。

０228 また、制御部 ０6 は、ディスプレイ装置 ０ 、タッチパネル装置 ０2、および、接

近検出装置9０ と接続されたコンピュータによって実現されてもよい。この場合、この

コンピュータは、C 、ハードディスクまたほメモりに記録されたプログラムに

従って動作する。さらに言えば、このコンピュータは、そのプログラムを記録媒体から



読み取り実行することによって、制御都 ０6 として機能する。

０229 上記各実施形態においては、ソフトウェアキ一をタノチしてからキ一の表示を変更

するまての全ての処理を、端末か行っている。

０2 3０ 携帯端末においては、通信技術の発展や、端末セキュリティの要求なとから、シン

クライアント化の必要性か論しられている。シンクライアント化により、携帯端末は随時

ザ一ハと通信を行うようになり、これまて端末側て行っていた多くの処理はザ一ハ側

て処理されるようになる。以下、本発明の第7実施形態てあるシンクライアント化され

た端末における動作例を説明する。

０2 3 1 (第7実施形態 )

図 4 は、本発明の第7実施形態の端末 ００ を示したフロノク図てある。なお、図

4 において、図 に示したものと同一のものには同一符号を付してある。

０232 第7実施形態ては、第 実施形態の一部の機能かザ一ハ ０8 上て動作する。端末

００ は、通信部 ０9を用いて、ザ一ハ ０8 か持つ通信部 ０と通信する。

０233 通信部 ０9およひ通信部 ０は、一般的に通信手段と呼ふことかてきる。

０234 通信部 ０9 と通信部 ０との間て使う通信技術としては、例えは、有線 ( oca

A ea ne wo k) 、無線 、公衆電百き網、携帯電話網、P S (Pe sona and p

hone s ems) ( n6 a ed Da a Assoc a on) B ue oo h シリアル通信等か

想定される。

０235 しかしなから、通信部 ０9 と通信部 ０との間の通信は、上記に限らす適宜変更可

能てある。

０236 通信部 ０9 は、タノチパネル装置 ０2 によって検出されたタノチ座標の清報を通信

部 ０に迭信する。

０237 ソフトウェアキーホート制御都 ０3 は、一般的に形状制御手段と呼ふことかてきる

０238 ソフトウェアキーホート制御都 ０3 は、通信部 ０の出力に某ついて、ソフトウェ
アキーホートの表示を制御するための計算を行う。なお、この計算手怯は、第 実施

形態または第2実施形態と同様てある。

０239 ソフトウェアキーホート制御都 ０3 は、計算したソフトウェアキーホートの表示情報



を通信部 ０に入力する。

０24０ ザーバ ０8は、例えば、C 、ハードディスクまたはメモりに記録されたプロ

。グラムに従って動作するコンピュータによって実現されてもよい。この場合、このコンヒ

ュ一夕は、そのプログラムを記録媒体から読み取り実行することによって、通信部 ０

、および、制御部 として機能する。なお、制御部 は、一般的に制御手段と呼

ぶことができる。

０24 1 動作の説明

図 5は、ユーザがタッチパネル装置 ０2に触れたときの端末 ００ の動作を説明

するためのフローチヤートである。

０242 ユーザが、ディスプレイ装置 ０ に触れると、ステッ 5０ で、タッチパネル装置

０2は、ユーザにてタッチされた位置の座標を検出する。

０243 タッチパネル装置 ０2は、タッチ座標を示すタッチ座標情報を、通信部 ０9に提供

する。

０244 続いて、ステッ 5０2で、通信部 ０9は、タッチ座標情報を、ザーバ ０8内の通信

部 ０に提供する。

０245 ザーバ ０8では、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 が、提供された情報に応じて

キ一の表示情報を計算する。ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、その計算結果

を、通信部 ０から通信部 ０9に送信する。

０246 続いて、ステッ 5０3では、通信部 ０9は、通信部 ０から提供されたキ一の表

示情報を受信し、その表示情報を表示制御部 ０4に提供する。

０247 続いて、ステッ 5０4では、表示制御部 ０4は、各キ一の表示を、キ一ごとの座標

情報およびザイズ情報に墓づいて変更する。

０248 図 6は、通信部 ０9がザーバ ０8に対してタッチ座標情報を送信したときのザー

バ ０8の動作を説明するためのフローチヤートである。

０249 ステッ 6０ で、通信部 ０は、通信部 ０9から提供されるタッチ座標情報を受

信し、そのタッチ座標情報を、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 に提供する。

０25０ 続いて、ステッ 6０2で、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、タッチ座標情報

にて示されるタッチ座標が、ディスプレイ装置 ０ に表示されているソフトウェアキ一



ボード2０2上の座標であるかどうかを判定する。

０25 1 タッチ座標がソフトウェアキーボード2０2上に無ければ、ステッ 6０5で、ソフトウェ
アキーボード制御部 ０3 は、ソフトウェアキーボード2０2の表示の変更は不要と判

定し、デフォルトのキ一表示情報を、通信部 ０を用いて通信部 ０9に送信する。

０252 一方、タッチ座標がソフトウェアキーボード2０2上にある場合、ソフトウェアキーボー

ド制御部 ０3 は、ソフトウェアキーボード2０2の表示を変更する必要があると判断す

る。

０253 タッチ座標がソフトウェアキーボード2０2上にある場合、ステッ 6０3で、ソフトウェ
アキーボード制御部 ０3 は、各キー2０2aの表示位置および表示ザイズの計算を

行う。なお、キ一の表示位置および表示ザイズの計算法は上述の実施形態に準ずる

０254 続いて、ステッ 6０4で、ソフトウェアキーボード制御部 ０3 は、計算された各キ

一の表示位置および表示ザイズ情報を、通信部 ０を用いて通信部 ０9に送信す

る。

０255 このとき、各キ一の表示位置およびザイズの変更を滑らかにアニメーションさせたり

、選択されているキ一の強調表示を行うことができる点は実施形態 と同様である。

０256 選択キ一の決定の処理に関しては、タッチパネル ０2から指が離れた座標の情報

を、通信部 ０9が、ザーバ ０8が持つ通信部 ０に提供することで、タッチ時と同様

に処理することができる。

０257 また、実施形態3～6に関しても、タッチパネル装置 ０2のほかに決定ボタン ０7や

接近検出装置9０ の入力情報を、通信部 ０9が、ザーバ ０8に提供することで、本

実施形態と同様に、端末をシンクライアントィヒすることが可能である。

０258 なお、各実施形態において、第 実施形態と同様に、オブジェクトは、ソフトウェアキ

ーボード内のキ一に限らず適宜変更可能である。

０259 以上、各実施形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記各実施形

態に限定されるものではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明のスコーブ内

で当業者が理解し得る様々な変更をすることができる。

０26０ この出願は、2００7年 月28 日に出願された日本出願特願2００7 ０7526を某



礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。



請求の範囲

画面上に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させる入力装

置であって、

前記複数のオブジェクトを表示する表示手段と、

前記表示手段上の指示された位置を検出する検出手段と、

前記複数のオブジェクトのぅち、前記検出手段によって検出された位置に存在する

被検出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェ
クトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェクト

を中心に放射状に移動する制御手段と、を含れ入力装置。

2 前記制御手段は、前記他のオブジェクトについては、前記検出手段によって検出さ

れた位置に近いオブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする、請求の範

囲第 項に記載の入力装置。

3 前記制御手段は、

前記複数のオブジェクトのそれぞれの位置を管理し、また、前記被検出オブジェクト

が前記他のオブジェクトに対して相対的に拡大すると共に前記他のオブジェクトのぅ

ち前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトが前記被検出オブジェクトを中心に

放射状に移動するよぅに、前記検出手段によって検出された位置と、前記オブジェク

トのそれぞれの位置と、の相対位置関係に応じて、前記複数のオブジェクトのそれぞ

れの表示ザイズおよび表示位置を計算する形状制御手段と、

前記形状制御手段によって計算された表示ザイズおよび表示位置に応じて、前記

複数のオブジェクトを前記表示手段上に再配置する表示制御手段と、を含む、請求

の範囲第 項に記載の入力装置。

4 前記検出手段は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を

前記表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置であり、

前記制御手段は、前記物体が前記タッチパネル装置に接触したまま前記接触位置

が移動した場合、前記接触位置に応じて前記被検出オブジェクトを変更する、請求

の範囲第 項に記載の入力装置。

5 前記検出手段は、前記表示手段に接近する物体と当該表示手段との距離を検出



し、また、前記表示手段上の位置のぅち、当該物体と最も近い位置を、前記表示手段

上の指示された位置として検出する接近検出手段であり、

前記制御手段は、前記距離に応じて、前記複数のオブジェクトの表示ザイズを制御

する、請求の範囲第 項に記載の入力装置。

6 前記制御手段は、ュ一ザが操作可能な操作手段を含み、前記検出手段が前記表

示手段上の指示された位置を検出している状況で前記操作手段が操作された場合

、前記被検出オブジェクトが選択されたど判定する、詰求の範囲第 項に記載の入力

装置。

7 前記検出手段は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を

前記表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置であり、

前記制御手段は、前記物体が前記タッチパネル装置から離れた場合、前記被検出

オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第 項に記載の入力装置。

8 前記検出手段は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を

前記表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置であり、

前記制御手段は、前記物体が前記タッチパネル装置上の接触位置に一定時間接

触した場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第 項に

記載の入力装置。

9 前記制御手段は、前記接近検出手段によって検出された前記距離に某づいて、一

定時間内に、前記物体が前記表示手段に接近した後に離れたことを検出した場合、

前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第5項に記載の入カ

０ 表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させる入力

装置と通信するザーバであって、

前記入力装置と通信する通信手段と、

前記複数のオブジェクトの位置を管理し、また、前記通信手段が前記表示手段上

の指示された位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトのぅち、前記検

出された位置に存在する被検出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対的に

拡大し、かつ、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジ



ェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動するための表示情報を生成

し、当該表示情報を、前記通信手段から前記入力装置に送信する制御手段と、を含

むザーバ。

前記表示情報は、前記他のオブジェクトについては、前記検出された位置に近い

オブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする情報も含む、請求の範囲第

０項に記載のザーバ。

2 画面上に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させる入力装

置が行ぅ表示管理方法であって、

前記複数のオブジェクトを表示手段に表示し、

前記表示手段上の指示された位置を検出し、

前記複数のオブジェクトのぅち、前記検出された位置に存在する被検出オブジェク

トを、他のオブジェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェクトのぅち、前記

被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射

状に移動する制御を行ぅ、表示管理方法。

3 前記制御では、前記他のオブジェクトについては、前記検出された位置に近いオ

ブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする、請求の範囲第 2項に記載

の表示管理方法。

4 前記制御は、

前記複数のオブジェクトのそれぞれの位置を管理し、また、前記被検出オブジェクト

が前記他のオブジェクトに対して相対的に拡大すると共に前記他のオブジェクトのぅ

ち前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトが前記被検出オブジェクトを中心に

放射状に移動するよぅに、前記検出された位置と、前記オブジェクトのそれぞれの位

置と、の相対位置関係に応じて、前記複数のオブジェクトのそれぞれの表示ザイズお

よび表示位置を計算し、

前記計算された表示ザイズおよび表示位置に応じて、前記複数のオブジェクトを前

記表示手段上に再配置する、ことを含む、請求の範囲第 2項に記載の表示管理方

法。

5 前記検出では、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を前



記表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置が実行し、

前記制御では、前記物体が前記タッチパネル装置に接触したまま前記接触位置が

移動した場合、前記接触位置に応じて前記被検出オブジェクトを変更する、請求の

範囲第 2項に記載の表示管理方法。

6 前記検出では、前記表示手段に接近する物体と当該表示手段との距離を検出し、

また、前記表示手段上の位置のぅち、当該物体と最も近い位置を、前記表示手段上

の指示された位置として検出し、

前記制御では、前記距離に応じて、前記複数のオブジェクトの表示ザイズを制御す

る、請求の範囲第 2項に記載の表示管理方法。

7 前記制御では、前記表示手段上の指示された位置が検出されている状況で操作

手段が操作された場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範

囲第 2項に記載の表示管理方法。

8 前記検出は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を前記

表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置が実行し、

前記制御では、前記物体が前記タッチパネル装置から離れた場合、前記被検出オ

ブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第 2項に記載の表示管理方法。

9 前記検出は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を前記

表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置が実行し、

前記制御では、前記物体が前記タッチパネル装置上の接触位置に一定時間接触

した場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第 2項に

記載の表示管理方法。

2０ 前記制御では、前記距離に某づいて、一定時間内に、前記物体が前記表示手段

に接近した後に離れたことを検出した場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと

判定する、請求の範囲第 6項に記載の表示管理方法。

2 表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させる入力

装置と通信するザーバが行ぅ表示管理方法であって、

前記複数のオブジェクトの位置を管理し、

前記表示手段上の指示された位置の情報を受け付け、



前記位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトの位置に某づいて、

前記検出された位置に存在する被検出オブジェクトを特定し、

前記被検出オブジェクトを他のオブジェクトに対して相対的に拡大しかつ当該他の

ェクトを中心に放射状に移動するための表示情報を生成し、

前記表示情報を、前記入力装置に送信する、表示管理方法。

22 前記表示情報は、前記他のオブジェクトについては、前記検出された位置に近い

オブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする情報も含む、請求の範囲第

2 項に記載の表示管理方法。

23 コンピュータを、

複数のオブジェクトを表示する表示手段、

前記表示手段上の指示された位置を検出する検出手段、および、

前記複数のオブジェクトのぅち、前記検出手段によって検出された位置に存在する

被検出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェ
クトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェクト

を中心に放射状に移動する制御手段、として機能させるためのプログラムを記録した

コンピュータ読み取り可能な記録媒体。

24 前記制御手段は、前記他のオブジェクトについては、前記検出手段によって検出さ

れた位置に近いオブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする、請求の範

囲第23項に記載の記録媒体。

25 コンピュータを、

表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させる入力

装置と通信する通信手段、および、

前記複数のオブジェクトの位置を管理し、また、前記通信手段が前記表示手段上

の指示された位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトのぅち、前記検

出された位置に存在する被検出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対的に

拡大し、かつ、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジ

ェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動するための表示情報を生成



し、当該表示情報を、前記通信手段から前記入力装置に送信する制御手段、として

機能させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。

26 前記表示情報は、前記他のオブジェクトについては、前記検出された位置に近い

オブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする情報も含む、請求の範囲第

25項に記載の記録媒体。
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補正された請求の範囲

2００9年3月5 日 (０5 ０3 2００9 ) 国際事務局受理

(補正後 ) 画面上に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させ

る入力装置であって、

前記複数のオブジェクトを表示する表示手段と、

前記表示手段上の指示された位置を検出する検出手段と、

前記複数のオブジェクトを前記画面上に収めながら、前記複数のオブジェクトのぅち

、前記検出手段によって検出された位置に存在する被検出オブジェクトを、他のオブ

ジェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オブジェ
クトと隣り合うオブジェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動する制

御手段と、を含む入力装置。

2 前記制御手段は、前記他のオブジェクトについては、前記検出手段によって検出さ

れた位置に近いオブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする、請求の範

囲第ェ項に記載の入力装置。

3 前記制御手段は、

前記複数のオブジェクトのそれぞれの位置を管理し、また、前記被検出オブジェクト

が前記他のオブジェクトに対して相対的に拡大すると共に前記他のオブジェクトのぅ

ち前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトが前記被検出オブジェクトを中心に

放射状に移動するよぅに、前記検出手段によって検出された位置と、前記オブジェク

トのそれぞれの位置と、の相対位置関係に応じて、前記複数のオブジェクトのそれぞ

れの表示サイズおよび表示位置を計算する形状制御手段と、

前記形状制御手段によって計算された表示サイズおよび表示位置に応じて、前記

複数のオブジェクトを前記表示手段上に再配置する表示制御手段と、を含む、請求

の範囲第 項に記載の入力装置。

4 前記検出手段は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を

前記表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置であり、

前記制御手段は、前記物体が前記タ、ソチパネル装置に接触したまま前記接触位置

が移動した場合、前記接触位置に応じて前記被検出オブジヱクトを変更する、請求

の範囲第ェ項に記載の入力装置。

補正された用紙 条約第 19条
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5 前記検出手段は、前記表示手段に接近する物体と当該表示手段との距離を検出

し、また、前記表示手段上の位置のぅち、当該物体と最も近い位置を、前記表示手段

上の指示された位置として検出する接近検出手段であり、

前記制御手段は、前記距離に応じて、前記複数のオブジェクトの表示サイズを制御

する、請求の範囲第ェ項に記載の入力装置。

6 前記制御手段は、ュ一ザが操作可能な操作手段を含み、前記検出手段が前記表

示手段上の指示された位置を検出している状況で前記操作手段が操作された場合

、前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第ェ項に記載の入力

装置。

7 前記検出手段は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を

前記表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置であり、

前記制御手段は、前記物体が前記タツチパネル装置から離れた場合、前記被検出

オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第ェ項に記載の入力装置。

8 前記検出手段は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を

前記表示手段上の指示された位置として検出するタ、ソチパネル装置であり、

前記制御手段は、前記物体が前記タッチパネル装置上の接触位置に一定時間接

触した場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第ェ項に

記載の入力装置。

9 前記制御手段は、前記接近検出手段によって検出された前記距離に基づいて、一

定時間内に、前記物体が前記表示手段に接近した後に離れたことを検出した場合、

前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第5項に記載の入カ

０ (補正後 ) 表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択さ

せる入力装置と通信するサ一バであって、

前記入力装置と通信する通信手段と、

前記複数のオブジェクトの位置を管理し、また、前記通信手段が前記表示手段上

の指示された位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトを前記画面上

に収めながら、前記複数のオブジェクトのぅち、前記検出された位置に存在する被検

補正された用紙 条約第 19条



出オブジェクトを、他のオブジェクトこ対して相対的に拡大し、かつ、当該他のオブジ

ェクトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェク

トを中心に放射状に移動するための表示情報を生成し、当該表示情報を、前記通信

手段から前記入力装置に送信する制御手段と、を含朽サ一バ。

前記表示情報は、前記他のオブジヱクトこついては、前記検出された位置に近い

オブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする情報も含む、請求の範囲第

０項に記載のサ一バ。

2 補正後 ) 画面上に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させ

る入力装置が行ぅ表示管理方法であって、

前記複数のオブジヱクトを表示手段に表示し、

前記表示手段上の指示された位置を検出し、

前記複数のオブジェクトを前記画面上に収めながら、前記複数のオブジェクトのぅち

、前記検出された位置に存在する被検出オブジェクトを、他のオブジェクトこ対して

相対的に拡大し、当該他のオブジェクトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオ

ブジェクトを、前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動する制御を行ぅ、表示

管理方法。

3 前記制御では、前記他のオブジェクトについては、前記検出された位置に近いオ

ブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする、請求の範囲第は項に記載

の表示管理方法。

4 前記制御は、

前記複数のオブジェクトのそれぞれの位置を管理し、また、前記被検出オブジェクト

が前記他のオブジェクトに対して相対的に拡大すると共に前記他のオブジヱクトのぅ

ち前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトが前記被検出オブジェクトを申心に

放射状に移動するよぅに、前記検出された位置と、前記オブジェクトのそれぞれの位

置と、の相対位置関係に応じて、前記複数のオブジェクトのそれぞれの表示サイズお

よび表示位置を計算し、

前記計算された表示サイズおよび表示位置に応じて、前記複数のオブジェクトを前

記表示手段上に再配置する、ことを含む、請求の範囲第戊項に記載の表示管理方
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法。

5 前記検出では、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を前

記表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置が実行し、

前記制御では、前記物体が前記タッチパネル装置に接触したまま前記接触位置が

移動した場合、前記接触位置に応じて前記被検出オブジェクトを変更する、請求の

範囲第 2項に記載の表示管理方法。

6 前記検出では、前記表示手段に接近する物体と当該表示手段との距離を検出し、

また、前記表示手段上の位置のぅち、当該物体と最も近い位置を、前記表示手段上

の指示された位置として検出し、

前記制御では、前記距離に応じて、前記複数のオブジェクトの表示サイズを制御す
る、請求の範囲第 2項に記載の表示管理方法。

7 前記制御では、前記表示手段上の指示された位置が検出されている状況で操作

手段が操作された場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範

囲第 2項に記載の表示管理方法。

8 前記検出は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を前記

表示手段上の指示された位置として検出する久ソチパネル装置が実行し、

前記制御では、前記物体が前記タッチパネル装置から離れた場合、前記被検出オ

ブジヱクトが選択されたと判定する、請求の範囲第 2項に記載の表示管理方法。

9 前記検出は、前記表示手段上に配置され、かつ、物体が接触した接触位置を前記

表示手段上の指示された位置として検出するタッチパネル装置が実行し、

前記制御では、前記物体が前記タッチパネル装置上の接触位置に一定時間接触

した場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと判定する、請求の範囲第 2項に

記載の表示管理方法。

2０ 前記制御では、前記距離に基づいて、一定時間内に、前記物体が前記表示手段

に接近した後に離れたことを検出した場合、前記被検出オブジェクトが選択されたと

判定する、請求の範囲第 6項に記載の表示管理方法。

2 補正後 ) 表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択さ

せる入力装置と通信するサ」バが行ぅ表示管理方法であって、
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前記複数のオブジェクトの位置を管理し、

前記表示手段上の指示された位置の情報を受け付け、

前記位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトの位置に基づいて、

前記検出された位置に存在する被検出オブジェクトを特定し、

前記複数のオブジェクトを前記画面上に収めながら、前記被検出オブジェクトを他

のオブジェクトに対して相対的に拡大しかつ当該他のオブジェクトのぅち前記被検出

オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを前記被検出オブジェクトを中心に放射状に移動

するための表示情報を生成し、

前記表示情報を、前記入力装置に送信する、表示管理方法。

22 前記表示情報は、前記他のオブジェクトについては、前記検出された位置に近い

オブジェクトほど、当該オブジェタトの拡大率を大きくする情報も含む、請求の範囲第

釘項に記載の表示管理方法。

23 (補正後 ) コンピュータを、

複数のオブジェクトを表示する表示手段、

前記表示手段上の指示された位置を検出する検出手段、および、

前記複数のオブジェクトのぅち、前記検出手段によって検出された位置に存在する

被検出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対的に拡大し、当該他のオブジェ
クトのぅち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェクト

を中心に放射状に移動する制御手段、として機能させるためのプログラムを記録した

コンピュータ読み取り可能な記録媒体。

24 前記制御手段は、前記他のオブジェクトについては、前記検出手段によって検出さ

れた位置に近いオブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする、請求の範

囲第23項に記載の記録媒体。

25 (補正後 ) コンピュータを、

表示手段に表示した複数のオブジェクトから一つのオブジェクトを選択させる入力

装置と通信する通信手段、および、

前記複数のオブジェクトの位置を管理し、また、前記通信手段が前記表示手段上

の指示された位置の情報を受け付けた場合、前記複数のオブジェクトを前記画面上
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に収めながら、前記複数のオブジヱクトのうち、前記検出された位置に存在する被検

出オブジェクトを、他のオブジェクトに対して相対的に拡大し、かつ。当該他のオブジ

ェクトのうち、前記被検出オブジェクトと隣り合ぅオブジェクトを、前記被検出オブジェク

トを中心に放射状に移動するための表示情報を生成し、当該表示情報を、前記通信

手段から前記入力装置に送信する制御手段、として機能させるためのプログラムを記

録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。

前記表示情報は、前記他のオブジェクトについては、前記検出された位置に近い

オブジェクトほど、当該オブジェクトの拡大率を大きくする情報も含む、請求の範囲第

25項に記載の記録媒体。
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